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2008年７月１日（毎月1回1日発行） 第466号 （１） 一人は万人のために 万人は一人のために 

利根保健生協 

♦出資金一世帯平均で全国目標の 
　５万円達成をめざしましょう 

理事27名　監事3名　総代205名　班長1340名　保健委員1723名 
くらしの相談員126名　ホームヘルパー2級144名　3級40名 

２００８年５月現勢 

生協組合員  
出 資 金 額  
平均出資金額 

・・・・・・・・・・ 
・・・・ 
・・・・・・・・・・・・ 

利根保健生活協同組合 
発行人　都  築　  靖　　発行部数　21,300 
編　集　「利根の保健」編集委員会 

事業所 

片品村鎌田 

〒３７８-００５３  沼田市東原新町１８５５番地の１ 
☎0278（22）4321　　FAX（22）4393
利 根 中 央 病 院  
利 根 歯 科 診 療 所  
老 人 保 健 施 設 と ね  
とね訪問看護ステーション 
片 品 診 療 所  

☎（22）4321 
☎（24）9418 
☎（22）8855 
☎（23）3706 
☎（58）3910

印　刷　有限会社 コトブキ印刷 

26,115世帯 
1,187,543,000円 

45,473円 

片品役場 8時10分　 利根支所10時50分　 白沢支所14時50分 
川場役場13時40分 
水上支所 8時50分　  
新治支所10時10分 

片品コース 
川場コース 
水上コース 
新治コース 

あみの目行進　7月6日（日） 

基幹行進　7月9日（水） 

沼田公園 17時 

みなかみ町役場14時30分 

一歩でも
　　二歩でも
一緒に歩きましょう

2008国民平和大行進 

沼田市役所9時→昭和村役場10時20分→渋川市役所17時 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
の
お
年
寄
り
の
反

感
は
強
い
。
お
年
寄
り

同
士
の
何
気
な
い
会
話

の
中
で
も
「
年
を
と
れ
ば
早
く
死

ね
と
い
う
こ
と
だ
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
る
。
国
が
ど
ん
な
に
言
い

訳
を
し
て
も
、
こ
の
制
度
は
お
年

寄
り
の
こ
れ
ま
で
の
苦
労
を
い
と

も
簡
単
に
切
り
捨
て
て
い
る
と
感

じ
と
っ
た
よ
う
だ
▼
「何
々
の
た

め
こ
の
制
度
は
必
要
だ
」
と
国
民

の
健
康
・
命
を
二
次
的
に
考
え
る

図
式
だ
。
国
民
の
健
康
・
命
を
第

一
に
す
る
事
が
民
主
主
義
の
根
本

原
理
で
あ
る
。
こ
の
根
本
か
ら
外

れ
る
政
治
に
未
来
は
な
い
▼
と
こ

ろ
で
今
、
若
者
の
間
で
戦
前
の
作

家
小
林
多
喜
二
の
「
蟹
工
船
」
が

ブ
ー
ム
と
い
う
。
若
い
漁
夫
達
の

過
酷
な
労
働
実
態
に
共
感
し
て
い

る
の
で
は
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。

衝
撃
で
あ
る
。
基
本
的
人
権
を
擁

護
す
る
平
和
憲
法
下
の
現
在
日
本

で
、
戦
前
同
様
の
労
働
実
態
が
再

現
さ
れ
て
い
る
。
若
者
使
い
捨
て

の
日
雇
い
派
遣
労
働
が
そ
れ
で
あ

る
。
私
た
ち
を
含
め
社
会
全
体
が

多
く
の
若
者
が
置
か
れ
て
い
る
実

態
に
目
を
向
け
、
お
お
も
と
か
ら

正
さ
な
い
と
秋
葉
原
の
惨
劇
が
繰

り
返
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
▼
そ
れ
に
し
て
も
大
事
な
こ
と

は
若
者
た
ち
の
い
っ
そ
う
の
立
ち

上
が
り
で
あ
る
。「
今
の
社
会
の

貧
し
さ
を
自
分
の
貧
し
さ
に
し
ち

ゃ
い
け
な
い
ん
で
す
よ
。
今
の
社

会
が
貧
し
け
れ
ば
　
豊
か
な
可
能

性
が
出
る
社
会
に
変
え
ら
れ
る
の

が
国
民
主
権
な
ん
だ
か
ら
。
国
民

主
権
の
主
権
者
に
若
い
人
た
ち
が

ど
ん
ど
ん
な
っ
て
ほ
し
い
」
不
破

哲
三
氏
（
共
産
党
前
議
長
）
の
若

者
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
改
め

て
思
い
起
こ
し
た
。
　
（
長
坂
） 

あぜ道 あぜ道 

紫外線の浴びすぎは、日焼けだけでなく、しみ・しわの原因となり、皮膚がんの原因にもなります。 

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

安
心
し
て
暮
せ
る
ま
ち
づ
く
り

安
心
し
て
暮
せ
る
ま
ち
づ
く
り 

安
心
し
て
暮
せ
る
ま
ち
づ
く
り

安
心
し
て
暮
せ
る
ま
ち
づ
く
り 

安
心
し
て
暮
せ
る
ま
ち
づ
く
り 

認知症サポーター養成講座 
　
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
活
動
の
一
環
と

し
て
、
全
国
各
地
で
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
養
成
講
座
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
利
根
保
健
生
協
で
も
６
月
16
日
（月
）、
第
１
回
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
、

沼
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
３
人
の
講
師
を
迎
え
、
利
根
中
央
病
院
講

堂
で
開
き
45
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
講
座
を
開
く
予
定
で
す
。 

　
最
初
に
角
田
勝
介
護
予
防
係
長

が
、
認
知
症
支
援
者
の
「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
全
国
で
百
万
人

養
成
し
、
認
知
症
で
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
の
説
明
を
さ
れ
ま
し
た
。 

　
「認
知
症
」
の
理
解
を
深
め
る

角
田
妙
子
保
健
師
の
講
義
は
、
認

知
症
は
完
全
に
予
防
出
来
な
い
が
、

①
魚
や
野
菜
を
中
心
に
腹
８
分
目

の
食
事
②
週
２
回
以
上
の
定
期
的

な
運
動
③
人
と
楽
し
く
接
し
、
役

割
を
持
ち
、
物
事
に
挑
戦
し
て
脳

の
活
性
化
を
は
か
る
等
の
生
活
習

慣
で
発
症
や
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ

と
が
出
来
る
。
認
知
症
も
早
期
診

断
・
治
療
が
大
事
で
す
。 

　
伊
藤
智
康
社
会
福
祉
士
か
ら
は
、

「
認
知
症
へ
の
対
応
」
の
心
構
え

の
話
で
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
全

て
の
能
力
が
ダ
メ
に
な
る
わ
け
で

は
な
く
「
認
知
症
本
人
に
は
自
覚

が
な
い
」
と
考
え
る
の
は
大
き
な

間
違
い
。
本
人
も
こ
れ
ま
で
出
来

た
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
な
ど
不

安
や
心
配
を
か
か
え
て
い
る
の

で
、
怒
っ
た
り
、
見
下
す
対
応
で

は
な
く
、
さ
り
げ
な
く
障
害
を
補

う
「
杖
」
の
様
な
援
助
が
大
切
。 

　
サ
ポ
ー
タ
ー
の
東
原
新
町
の
中

澤
と
き
子
さ
ん
は
「
不
安
そ
う
に

う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
人
が
い
た
の

で
、『
如
何
し
た
ん
で
す
か
』
と

た
ず
ね
る
と
『
こ
こ
が
ど
こ
か
分

か
ら
な
い
』
と
の
返
事
。
養
成
講

座
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
優

し
く
話
を
聞
く
な
か
で
自
宅
ま
で

連
れ
て
帰
る
こ
と
が
出
来
た
」
と

経
験
が
話
さ
れ
ま
し
た
。 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は 

　
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認

知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守

る
応
援
者
と
し
て
、
自
分
の
出
来

る
範
囲
で
活
動
を
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
講
座
を
修
了
し
「
認
知

症
の
人
を
支
援
し
ま
す
」
と
い
う

意
思
を
示
す
目
印
が
「
オ
レ
ン
ジ

リ
ン
グ
」
で
す
。 

サ
ポ
ー
タ
ー
に
期
待

サ
ポ
ー
タ
ー
に
期
待
 

サ
ポ
ー
タ
ー
に
期
待

サ
ポ
ー
タ
ー
に
期
待
 

サ
ポ
ー
タ
ー
に
期
待 

さっそく活動の輪を広げようと 

リラックス体操後に講義 

修了者全員に“オレンジリング” 
好
評
だ
っ
た
歯
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク 

　
「歯
の
衛
生
週
間
」に
合
わ
せ
、

６
月
４
日
、
５
日
に
利
根
中
央
病

院
外
来
待
合
室
で
、
歯
の
健
康
相

談
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、「
む
し
歯

と
歯
周
病
予
防
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

こ
の
行
動
に
は
、
利
根
歯
科
診
療

所
の
医
師
や
衛
生
士
の
職
員
10

人
、
組
合
員
５
人
の
延
べ
15
人

が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
今
回
は
院
内
放
送
の
宣
伝
も
あ

っ
て
、
入
院
患
者
さ
ん
を
は
じ

め
、
人
間
ド
ッ
ク
の
方
や
外
来
患

者
さ
ん
な
ど
が
相
談
に
み
え
た

り
、
唾
液
で
歯
周
病
の
程
度
を
調

べ
る
「
サ
リ
バ
ス
タ
ー
」
や
、
虫

歯
の
成
り
や
す
さ
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
「
Ｒ
Ｄ
テ
ス
ト
」
を
30
人
以

上
の
人
が
受
け
ま
し
た
。 

　
歯
科
診
療
所
で
臨
床
研
修
中
の

佐
野
先
生
は
「
日
常
診
療
の
み
な

ら
ず
、
こ
う
し
た
住
民
に
貢
献
す

る
活
動
に
感
銘
し
ま
し
た
。
歯
の

健
康
に
関
心
を
も
っ
と
持
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

外来・入院患者さんなど 外来・入院患者さんなど 歯
の
衛
生
週
間 

昨
年
の
平
和
行
進 

42人誕生 

健康　　  ・相談30人に 健康　　  ・相談30人に 



 

利 根 の 保 健  
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〈
沼
田
南
支
部
〉 

渡
邊
　
　
登 

〈
片
品
支
部
〉 

村
田
ヒ
デ
子 

〈
月
夜
野
東
支
部
〉 

松
崎
　
克
己 

〈
月
夜
野
西
支
部
〉 

高
橋
　
隆
雄 

〈
水
上
支
部
〉 

桑
原
さ
つ
江 

真
庭
千
恵
子 

阿
部
　
直
樹 

阿
部
ま
ゆ
み 

木
村
　
伸
介 

〈
新
治
支
部
〉 

富
澤
　
　
明 

〈
吾
妻
町
支
部
〉 

酒
井
美
智
子  

〈
沼
田
東
支
部
〉 

阿
部
　
文
昭 

〈
沼
田
西
支
部
〉 

鈴
木
　
万
理 

〈
月
夜
野
東
支
部
〉 

真
庭
　
清
治 

〈
月
夜
野
西
支
部
〉 

�
柳
　
和
夫 

〈
沼
田
東
支
部
〉 

　
（
1290
口
以
上
） 

大
島
　
昭
治 

　
（
440
口
以
上
） 

川
辺
　
貞
子 

　
（
330
口
以
上
） 

村
田
　
定
蔵 

　
（
100
口
以
上
） 

 

鈴
木
　
　
昇 

　
（
70
口
以
上
） 

 

田
村
　
　
久 

　
（
20
口
以
上
） 

 

岡
村
　
恒
雄 

〈
沼
田
中
支
部
〉 

　
（
200
口
以
上
） 

高
橋
　
初
江 

〈
沼
田
南
支
部
〉 

　
（
650
口
以
上
） 

飯
田
　
武
一 

　
（
180
口
以
上
） 

深
代
　
徳
善 

　
（
50
口
以
上
） 

 

桑
原
　
一
男 

〈
利
南
支
部
〉 

　
（
610
口
以
上
） 

 

稲
垣
　
隆
三 

　
（
20
口
以
上
） 

 

佐
々
木
要
蔵 

　
（
10
口
以
上
） 

 

大
木
　
和
雄 

〈
白
沢
支
部
〉 

　
（
70
口
以
上
） 

鶴
渕
　
恒
雄 

　
（
60
口
以
上
） 

 

野
村
　
　
篤 

〈
利
根
北
支
部
〉 

　
（
1280
口
以
上
）  

小
菅
　
　
義 

　
（
50
口
以
上
） 

 

井
上
　
泰
三 

〈
片
品
支
部
〉 

　
（
1960
口
以
上
） 

原
沢
　
粂
夫 

　
（
220
口
以
上
） 

笠
原
　
喜
八 

〈
月
夜
野
東
支
部
〉 

　
（
450
口
以
上
） 

  

尾
崎
　
孝
男 

　
（
110
口
以
上
） 

  

秋
山
　
和
子 

〈
月
夜
野
西
支
部
〉 

　
（
470
口
以
上
） 

  

高
柳
　
梅
吉 

〈
水
上
支
部
〉 

　
（
230
口
以
上
） 

  

武
田
　
芳
治 

　
（
200
口
以
上
） 

 

森
　
　
秀
雄 

　
（
120
口
以
上
） 

  

月
岡
　
　
章 

〈
新
治
支
部
〉 

　
（
230
口
以
上
） 

有
馬
　
勝
雄 

　
（
200
口
以
上
） 

  

田
村
　
照
代 

〈
昭
和
東
支
部
〉 

　
（
30
口
以
上
） 

 

涌
井
　
忠
夫 

よ
う 

 

こ
そ 

４
・
５
月
の 

新
加
入
者 

新
し
い
仲
間 

▼
4
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
十
一
人
で
し
た
。（
敬
称
略
） 

▼
5
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
四
人
で
し
た
。（
敬
称
略
） 

増
資
者
一
覧 

4
・
５
月
分 

▼
毎
月
一
万
単
位
に
到
達
し
た
方
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す 

▼
4
月
の
増
資
は
五
六
七
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
一
覧
へ
の
紹
介
は
、紙
面
の
都
合
上
10
口
単
位
に
到
達
し
た 

　
三
十
人
の
方
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。 

〈
沼
田
東
支
部
〉 

　
（
1300
口
以
上
） 

大
島
　
昭
治 

〈
沼
田
西
支
部
〉 

　
（
310
口
以
上
） 

桜
井
　
順
児 

　
（
30
口
以
上
） 

 

高
橋
　
義
雄 

〈
沼
田
北
支
部
〉 

　
（
260
口
以
上
） 

柳
　
美
惠
子 

　
（
200
口
以
上
） 

 

斉
藤
　
圭
司 

〈
利
南
支
部
〉 

　
（
620
口
以
上
） 

 

稲
垣
　
隆
三 

〈
池
田
支
部
〉 

　
（
30
口
以
上
） 

白
岩
　
次
夫 

〈
片
品
支
部
〉 

　
（
1970
口
以
上
） 

原
沢
　
粂
夫 

　
（
220
口
以
上
） 

笠
原
　
喜
八 

〈
川
場
支
部
〉 

　
（
100
口
以
上
） 

 

宮
田
　
和
昌 

　
（
70
口
以
上
） 

角
田
　
忠
次 

　
（
60
口
以
上
） 

木
村
　
　
要 

　
（
50
口
以
上
） 

太
田
　
弘
行 

　
（
30
口
以
上
） 

金
澤
美
智
造 

〈
月
夜
野
東
支
部
〉 

　
（
460
口
以
上
） 

  

尾
崎
　
孝
男 

　
（
140
口
以
上
） 

  

今
井
　
音
由 

関
　
吉
太
郎 

〈
月
夜
野
西
支
部
〉 

　
（
100
口
以
上
） 

  

�
柳
　
和
夫 

〈
水
上
支
部
〉 

　
（
240
口
以
上
） 

  

武
田
　
芳
治 

　
（
160
口
以
上
） 

 

須
藤
　
　
晃 

　
（
120
口
以
上
） 

  

岩
井
　
敏
明 

　
（
70
口
以
上
） 

   

山
口
　
茂
樹 

　
（
60
口
以
上
） 

   

田
村
広
太
郎 

　
（
30
口
以
上
） 

   

高
橋
　
君
子 

　
（
10
口
以
上
） 

   

佐
京
か
つ
よ 

山
田
ふ
じ
枝 

〈
新
治
支
部
〉 

　
（
660
口
以
上
） 

林
　
　
利
雄 

　
（
100
口
以
上
） 

  

深
代
　
頴
三 

　
（
60
口
以
上
） 

 

原
沢
　
保
雄 

　
（
30
口
以
上
） 

 

原
沢
　
一
也 

　
（
20
口
以
上
） 

 

田
村
　
助
信 

〈
昭
和
東
支
部
〉 

　
（
860
口
以
上
） 

  

�
杉
木
　
哲
二 

　
（
600
口
以
上
） 

  

�
木
暮
　
清
二 

▼
5
月
の
増
資
は
五
七
一
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
一
覧
へ
の
紹
介
は
、紙
面
の
都
合
上
10
口
単
位
に
到
達
し
た 

　
三
三
人
の
方
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。 

（
敬
称
略
） 

（
敬
称
略
） 

　
医
療
生
協
の
関
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

組
合
員
交
流
集
会
が
６
月
19
・

20
日
に
長
野
県
の
上
伊
那
で
開
か

れ
ま
し
た
。 

　
全
体
で
は
13
生
協
か
ら
約
２
５

０
人
、
利
根
保
健
生
協
か
ら
は
、

各
支
部
よ
り
19
人
が
参
加
し
ま
し

た
。 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

は
、
「
笑
っ
て

元
気
に
！
」
の

キ
ー
ワ
ー
ド
通

り
、
地
元
南
箕

輪
村
を
拠
点
に

活
動
し
て
い
る

女
性
和
太
鼓
グ

ル
ー
プ
「
楽
鼓

（
ら
っ
こ
）
」

の
元
気
で
力
強

い
演
奏
で
幕
開

け
し
ま
し
た
。 

　
歓
迎
企
画
で

は
、
平
均
年
齢

73
歳
と
い
う
22
人

の
上
伊
那
医
療
生
協
組
合
員
に
よ

る
「
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
」
の
実
技
。

ま
た
、
健
康
づ
く
り
班
会
の
体
験

発
表
で
は
、
新
潟
医
療
生
協
の
「
健

骨
体
操
」
と
、
群
馬
中
央
医
療
生

協
の
「
転
倒
予
防
体
操
」
の
２
題

が
実
演
さ
れ
、
参
加
者
全
員
で
楽

し
く
体
を
動
か
し
ま
し
た
。
ど
れ

も
簡
単
な
動
作
で
、
高
齢
者
で
も

気
軽
に
で
き
る
運
動
と
い
う
こ
と

で
「
帰
っ
た
ら
早
速
や
っ
て
み
よ

う
」
と
大
好
評
で
し
た
。 

　
今
集
会
の
特
別
記
念
企
画
に
は

「
笑
い
の
中
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
！
」
で
、
落
語
家
の
桂
九
雀
、

笑
福
亭
由
瓶
の
二
人
に
よ
る
落
語

三
昧
。
会
場
は
終
始
大
き
な
笑
い

に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

　
２
日
目
の
「
健
康
づ
く
り
」

「
仲
間
ふ
や
し
」
「
支
部
・
班
づ

く
り
」
な
ど
６
分
科
会
で
は
、
多

く
の
発
表
と
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
交
流
が
深
ま
り
ま
し

た
。 

　
帰
路
の
バ
ス
で
は
、
「
他
の
生

協
の
先
進
的
な
活
動
に
感
銘
し

た
。
自
分
の
地
域
で
も
盛
り
上
げ

た
い
」
「
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
や
健

骨
体
操
が
良
か
っ
た
の
で
取
り
入

れ
た
い
」
「
仲
間
を
増
や
し
て
、

班
会
や
集
会
な
ど
頑
張
ろ
う
と
思

う
」
な
ど
テ
ー
マ
通
り
「
元
気
に

な
っ
た
」
感
想
が
出
さ
れ
ま
し

た
。 

　
こ
の
交
流
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

で
あ
る
「
笑
い
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

元
気
に
な
っ
て
、
平
和
・
健
康
・

ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
よ
う
」
を

実
感
で
き
る
集
会
と
な
り
ま
し

た
。 

　
昨
年
12
月
か
ら
３
月
ま
で
８
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
と
り
く
ん

だ
「
第
７
回
24
時
間
蓄
尿
塩
分
チ

ェ
ッ
ク
」
に
は
、
５
５
５
人
が
参

加
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
結
果
は
、
尿
量
な
ど
が

一
定
の
基
準
値
内
だ
っ
た
、
３
７

１
人
の
平
均
塩
分
摂
取
量
は
10
・

60
グ
ラ
ム
で
し
た
。
表
１
の
よ
う

に
、
こ
れ
ま
で
年
々
改
善
が
す
す

み
念
願
の
９
グ
ラ
ム
台
は
目
前
で

し
た
が
、
今
回
は
や
や
増
え
た
結

果
と
な
り
ま
し
た
。 

　
国
が
す
す
め
る
「
健
康
日
本

21
」
で
は
、当
面
10
ｇ
未
満
を
目

標
値
と
し
て
い
ま
す
。そ
の
10
グ

ラ
ム
以
下
の
人
が
占
め
る
割
合
は
、

１
８
９
人（
51
％
）と
３
年
連
続
し

て
半
数
を
占
め
ま
し
た
。ま
た
、医

療
生
協
の
「
８
つ
の
生
活
習
慣
」

の
中
で
提
唱
し
て
い
る
「
塩
分
一

日
、
８
　
以
下
」で
は
、27
％
の
人

が
達
成
し
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
今
回
も
13
　
以
上
の

人
が
約
23
％
も
お
り
い
っ
そ
う
の

改
善
が
必
要
で
す
。 

　
塩
分
摂
取
の
結
果
と
ア
ン
ケ
ー

ト
と
の
関
係
を
見
る
と
、表
３（
参

加
回
数
別
）の
よ
う
に
、こ
れ
ま
で

同
様
こ
の
チ
ェッ
ク
に
回
を
重
ね
る

ご
と
に
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。 

　
日
常
の
食
生
活
と
嗜
好
に
つ
い

て
で
は
、
①
日
頃
か
ら
「
塩
分
摂

取
に
は
気
を
つ
け
て
い
る
」
と
言

う
方
、
２
１
１
人
の
平
均
で
は
、

10
・
14
ｇ
、　
②「
と
き
ど
き
」91

人
、
11
・
04
ｇ
、　
③「
あ
ま
り
気

に
し
て
い
な
い
」51
人
、11
・
48
ｇ
で

し
た
。「
気
を
つ
け
て
い
る
」人
と「
気

に
し
て
い
な
い
」で
は
、１
・３ｇ
の
差

が
出
ま
し
た
。 

　
今
回
の
結
果
か
ら
、あ
る
役
員
さ

ん
か
ら
は「
以
前
、近
所
の
奥
さ
ん

は
遠
慮
し
が
ち
だ
っ
た
が
、い
ま
は

夫
妻
で
こ
の
チ
ェッ
ク
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
自
身
の
生
活
習
慣
を
、
毎
日
の

食
事
な
ど
の
中
で
見
直
し
、
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
少
し
ず
つ
改
善
を

図
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

　
今
年
度
は
開
始
時
期
を
早
め
て

11
月
頃
か
ら
順
次
始
め
る
予
定

で
す
。
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
。 
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７
回
24
時
間
蓄
尿
塩
分
チ
ェ
ッ
ク 

 

371
人
の
平
均
10
・
6
ｇ 

 

01年度 

02年度 

03年度

04年度

05年度

06年度

07年度 

参加者数 

230 

345 

468 

563 

504 

539 

555

集計対象 

183 

249 

347 

388 

338 

355 

371

尿量(CC)  

1760 

1739 

1757 

1701 

1715 

1524 

1645

塩分量(n) 

11.28 

11.27 

11.36 

10.93 

10.35 

10.16 

10.60

表1　過去との比較 

 

初めて

2回目 

3回目 

4回目 

5回目 

人数

11

5 

82 

83 

42 

平均尿量(CC)  

1665 

1612 

1660 

1642 

1586 

平均塩分量(n) 

10.38 

10.90 

10.81 

10.37 

9.92

表2　参加回数別 尿量・塩分量 

ｇ
 

ｇ
 

　７月より、女性専門のレディースドックを始めました。（第１、第
３水曜日　13:00受付、15:30終了予定） 
　レディースドックは、女性特有のガンや甲状腺疾患、骨粗しょう
症の早期発見を目標に、外科・婦人科の専門医に直接相談できるよ
うになっています。 
※保健師による、乳がん自己検診法指導を含みます。 

申し込み　健康管理科まで、電話でも受け付けます。 
　　　　　＜キャンセル料　一週間以内　3,000円＞　　　　       　　              

組合員 
価　格 

非組合員 
価　格 

ゆりコース すみれコース 

40歳未満 40歳以上 50歳以上 

ローズコース カトレアコース 

8,000円 16,000円 20,000円 23,000円 

10,000円 18,000円 22,000円 25,000円 

子宮ガン検診 
（頚部・体部細
胞診、経腔エ
コー）  
乳ガン検診
（乳腺エコー） 
甲状腺ガン検診
（検診エコー） 

子宮ガン検診 
（頚部・体部細
胞診、経腔エ
コー）  
乳ガン検診
（乳腺エコー） 
甲状腺ガン検診
（検診エコー）
マンモグラフィー 

子宮ガン検診 
（頚部・体部細
胞診、経腔エ
コー） 
乳ガン検診
（乳腺エコー） 
甲状腺ガン検診
（検診エコー）
マンモグラフィー
骨塩量測定 

子宮ガン検診 
（頚部・体部細
胞診、経腔エ
コー） 

レディースドックのご案内 

利根中央病院　健康管理科　電話22-4321 （内線214） 

年代別に診断の有効な検査方法を選択し、以下のコースをお勧めしています。 
（年齢はあくまでも目安です）                 

関信越ブロック 
組合員交流集会 

　
６
月
19
日
に
第
２
回
病
院
利
用

委
員
会
が
開
か
れ
、
「
虹
の
箱
」

へ
の
投
書
や
病
院
の
中

心
課
題
な
ど
の
報
告
、

検
討
が
さ
れ
ま
し
た
。 

　
長
坂
院
長
よ
り
新
病

院
建
設
の
と
り
く
み
、

医
師
体
制
の
現
状
と
課

題
、
通
常
総
代
会
な
ど

の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
金
子
看
護
部
長
か

ら
は
「
７
対
１
看
護
体

制
」
の
現
状
報
告
と
引

き
続
い
て
の
看
護
師
紹

介
運
動
の
お
願
い
が
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
経

営
状
況
や
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
へ
の
反
対
の
と
り
く
み

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。 

　
　
主
な
投
書
を
紹
介
し
ま
す
。 

投
書
　
朝
で
も
夜
で
も
時
間

に
関
係
な
く
面
会
に
来
る
人

が
い
る
。
面
会
時
間
を
必
ず

守
っ
て
ほ
し
い
。（
入
院
患
者
） 

回
答
　
面
会
時
間
は
、
午
後

１
時
〜
５
時
、
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
で
す
。
こ
の
時

間
帯
以
外
の
面
会
は
ご
遠
慮

下
さ
い
。
療
養
さ
れ
て
い
る

患
者
様
自
身
の
安
静
の
た
め

で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　 　
な
お
、
「
虹
の
箱
」
投
書

に
つ
い
て
、
氏
名
な
ど
の
記

載
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
ご
本
人
に
お
答
え
や
説
明
を

し
て
い
ま
す
。 

地域でも早速取り入れようと参加者 

�����������
�����������
�����������
�����������
面会時間に協力を 

第２回　病院利用委員会 

目　安 

コース 

検　査 

項　目 

笑
い
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で 

　
平
和
・
健
康
・
ま
ち
づ
く
り
を 

紫外線を防ぐには、直射日光に長い時間当たらない、帽子や日傘、紫外線防止剤を使うことなどを心がける。 

2008年７月１日（毎月1回1日発行） 第466号　（２） 



2008年７月１日（毎月1回1日発行） 第466号 （３） 一人は万人のために 万人は一人のために 

日焼けで肌がヒリヒリ痛むときは、まず流水や冷やしたタオルで患部を押さえ、30分以上冷やし続けましょう。 

「新兵同士の殴り合い　 
　　　古参兵の精神棒」 

沼田市戸鹿野町 

 宇 敷  勉 二 （84歳） 

　
私
は
大
正
12
年
１
月
、
今
も
独

り
で
住
む
旧
利
南
村
の
戸
鹿
野
に

７
人
姉
弟
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ

た
。
田
畑
一
町
五
反
、
年
間
百
貫

蚕
で
頑
張
る
両
親
の
下
で
仕
事
を

よ
く
手
伝
わ
さ
れ
た
。
五
つ
上
の

兄
が
跡
を
継
ぐ
予
定
だ
っ
た
の

で
、
将
来
は
何
か
別
の
方
面
に
進

む
つ
も
り
で
育
っ
た
。 

　
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
、
男
子

は
お
国
の
奉
公
が
一
番
と
い
う
教

育
を
真
に
受
け
て
志
願
し
、
18
年

５
月
横
須
賀
海
兵
団
に
入
隊
し
た
。 

　
初
年
兵
教
育
の
５
ヶ
月
間
は
、

軍
艦
訓
練
の
一
環
で
、
連
日
40
分

は
海
に
飛
び
込
ま
さ
れ
た
。
浅
い

利
根
川
の
水
浴
び
経
験
で
は
、
と

て
も
通
用
せ
ず
、
最
初
は
手
足
を

動
か
し
て
浮
く
の
が
や
っ
と
だ
っ

た
。
何
と
か
抜
き
手
で
１
０
０
　

位
泳
げ
る
よ
う
に
な
る
と
、
帰
り

に
は
二
倍
の
距
離
を
泳
が
さ
れ

た
。
行
く
だ
け
で
精
一
杯
な
の
に
、

「
こ
こ
で
帰
れ
な
け
れ
ば
死
ぬ
し

か
な
い
ぞ
」
と
大
声
が
と
ん
だ
。 

　
入
浴
は
週
２
回
大
き
な
浴
槽
を

一
度
に
大
人
数
が
歩
い
て
進
む
だ

け
だ
っ
た
の
で
、
体
が
痒
く
て
仕

方
な
か
っ
た
。 

　
艦
内
は
四
交
替
制
だ
が
、
通
常

勤
務
は
６
時
起
床
の
合
図
で
ハ
ン

モ
ッ
ク
か
ら
飛
び
降
り
て
身
支

度
、
寝
具
一
式
を
ま
と
め
て
吊
る

し
、
甲
板
に
駆
け
上
が
っ
て
集
合

整
列
点
呼
。
約
１
時
間
の
甲
板
掃

除
。
朝
食
後
、
訓
練
開
始
と
い
う

日
課
で
あ
る
。
毎
回
の
点
呼
に
た

と
え
一
分
で
も
遅
刻
し
よ
う
も
の

な
ら
「
貴
様
ら
は
た
る
ん
ど

る
！
」
と
雷
の
よ
う
な
罵
声
が
と

ぶ
。
ま
た
誰
か
一
人
で
も
ヘ
マ
を

す
る
と
連
帯
制
裁
の
し
ご
き
が
繰

り
返
さ
れ
た
。
初
年
兵
同
士
で

「
よ
し
」
の
号
令
が
か
か
る
ま
で

20
回
で
も
30
回
で
も
握
り
拳
で
殴

り
合
い
を
さ
せ
た
。
そ
の
晩
は
頬

が
腫
れ
て
口
が
ろ
く
に
開
か
ず
、

飯
は
噛
ま
ず
に
味
噌
汁
で
流
し
込

む
し
か
な
か
っ
た
。 

　
そ
の
う
え
「
神
様
」
と
呼
ば
れ

る
古
参
兵
の
度
重
な
る
し
ご
き
が

続
い
た
。
何
か
の
拍
子
に
因
縁
を

つ
け
て
は
、
木
製
や
鉄
パ
イ
プ
の

精
神
棒
で
容
赦
な
く
尻
を
叩
か
れ

た
。
そ
の
た
め
黒
あ
ざ
が
絶
え

ず
、
硬
い
し
こ
り
が
で
き
て
治
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
年
以
上
経

っ
て
外
泊
が
許
さ
れ
、
東
京
の
叔

父
の
家
に
泊
ま
っ
た
夜
、
そ
れ
を

見
つ
け
ら
れ
て
驚
か
れ
た
。
「
み

ん
な
同
じ
こ
と
だ
か
ら
」
と
答
え

る
し
か
な
か
っ
た
。 

　
二
年
目
の
２
月
、
紀
元
節
の
公

休
日
に
正
装
し
て
外
出
し
よ
う
と

し
た
時
、
突
然
呼
び
止
め
ら
れ
て

海
に
突
き
落
と
さ
れ
た
。
外
出
が

嬉
し
く
て
ち
ゃ
ん
と
し
た
挨
拶
が

欠
け
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
お
陰

で
靴
は
脱
げ
て
見
つ
か
ら
ず
、
海

水
が
し
み
込
ん
だ
服
装
は
、
い
く

ら
洗
っ
て
も
塩
気
が
抜
け
な
い
で

困
り
果
て
た
。 

　
新
兵
教
育
の
後
、
私
は
半
年

間
、
六
人
の
一
人
に
選
抜
さ
れ
て

工
機
学
校
で
動
力
機
械
の
特
訓
を

受
け
た
。
初
め
て
の
技
術
習
得
で

必
死
だ
っ
た
。
そ
ん
な
中
で
直
接

上
官
の
兵
曹
長
は
優
し
い
人
だ
っ

た
が
、敗
戦
ま
ぎ
わ
の
沖
縄
戦
に
出

動
し
た
ま
ま
戻
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

　
私
た
ち
が
乗
船
し
て
い
た
御
蔵

艦
は
、
ト
ラ
ッ
ク
島
や
パ
ラ
オ
島

ま
で
船
団
を
組
ん
で
出
動
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
た
っ
た
一
夜
の
野

営
で
蚊
の
大
群
に
襲
わ
れ
、
翌
朝

高
熱
を
発
し
た
半
数
の
者
は
感
染

を
恐
れ
て
艦
に
戻
さ
れ
な
か
っ
た
。 

　
米
軍
の
猛
攻
が
相
次
ぎ
、
海
上

の
行
動
範
囲
が
限
定
さ
れ
て
き
た
。 

　
昭
和
19
年
秋
、
私
ど
も
に
特
攻

命
令
が
下
り
、
父
親
が
面
会
に
来

た
。
決
死
の
覚
悟
で
佐
世
保
に
向

か
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
自
爆
用
の

人
間
魚
雷
式
の
想
定
で
、
敵
艦
が

迫
っ
て
き
た
ら
、
爆
弾
を
抱
え
た

ゴ
ム
舟
を
兵
隊
が
押
し
な
が
ら
泳

い
で
い
っ
て
体
当
た
り
す
る
と
い

う
特
訓
だ
っ
た
。
非
現
実
的
で
効

果
が
出
な
い
こ
と
が
判
り
、
40
日

ほ
ど
で
横
須
賀
に
戻
っ
た
。 

　
そ
れ
か
ら
敗
戦
ま
で
は
、
帝
都

一
帯
が
日
夜
に
わ
た
る
空
襲
が
相

次
い
で
下
船
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、

東
京
か
ら
銚
子
方
面
ま
で
海
上
に

巡
回
す
る
の
が
精
一
杯
だ
っ
た
。 

　
私
ど
も
は
終
戦
と
と
も
に
再
召

集
さ
れ
、
軍
艦
の
兵
機
器
類
を
取

り
外
し
て
海
外
の
復
員
船
改
造
作

業
に
当
ら
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
実

家
に
戻
っ
た
の
は
、
翌
年
２
月
だ

っ
た
。
兄
は
す
で
に
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
で
戦
死
し
て
い
た
。
百
姓
を
継

ぐ
立
場
な
の
に
、
一
年
く
ら
い
は

背
中
の
皮
膚
病
が
治
ら
ず
、
放
心

状
態
が
続
い
て
い
て
全
く
仕
事
が

手
に
つ
か
な
か
っ
た
。 

5月班会開催一覧 

川田　入沢合同班（メタボの話と内臓脂肪チェック） 
　体組成計で体脂肪や内臓脂肪をチェック。プリント
されるデータとにらめっこして、喜ぶ人・がっかりす
る人様々でしたが、健康チェックの良い機会でした。

月夜野西　橋下合同班（笑いと健康）　 
　笑うことで免疫力を高められる「笑いの効能」につ
いて学習。また“お口の運動”として「大きな声で早口
言葉」を言い合い、ストレス解消しました♪ 

利南　下久屋原合同班（歯周病と虫歯のチェック） 
　歯周病が糖尿病の悪化や骨粗しょう症、メタボリ
ックシンドローム等とも関連することを知りビックリ！
正しい歯磨きや定期受診の大切さを改めて感じました。 

沼田東　上原合同班（後期高齢者医療制度について）
　後期高齢者の問題と消費税増税が話題に。消費税
が「社会保障の充実」でなく、ほぼ同額が、大企業や大
金持ちの減税の穴埋めに使われてる実態に怒り心頭。 

利根中央病院では、今月よりＸ線フィルムでの画像診
断からモニター（画面）診断に変わります。これにより、
従来は撮影後患者様に写真が出来上がるまでその場で
待っていただきましたが、今後は待ち時間なく各外来
に戻り、担当医より説明が受けられます。 
（他院への紹介は、紙・ＣＤ・フィルムにて提供します） 

班会あれこれ 
おらがまちの 

材木町11 

材木町１   

東原新町13 

西原新町11 

西倉内町８ 

西倉内町４ 

西倉内町６ 

西倉内町7-1 

榛名町1-2 

榛名町8-2 

榛名町8-1 

鍛冶町10 

鍛冶町５ 

上久屋町馬場 

下久屋町原5-1 

沼須町合同班 

フラワータウン 

戸鹿野町1 

岡谷町西部１ 

下発知町２ 

下発知町４ 

恩田町上西中 

恩田町下２ 

下川田町田中１ 

下川田町田中２ 

伊香原中 

追貝合同班 

築地 

菅沼１ 

中野合同班 

下牧原の中 

後閑上入合同班 

後閑下入合同班 

月夜野町組2-2 

月夜野町組6-2 

須川十二河原 

糸井中宿 

入原下２ 

入原上２ 

入原２ 

入原下１ 

判形前原 

いこいの家 

新婦人こぶし班 

１階北 

ふれあいの輪 

支部名 班　名 人数 班 長 名 班 会 内 容 

腎臓の働き、大腸がんチェック 

血管年齢測定、後期高齢者医療制度の話 

大腸がんチェック 

大腸がんチェック 

自然観察と民話 

呼吸器の話、尿チェック 

呼吸器の話、尿チェック 

呼吸器の話、尿チェック 

心の健康、痴呆予防ゲーム 

心の健康、痴呆予防ゲーム 

心の健康、痴呆予防ゲーム 

指　圧 

指　圧 

安全安心の食卓 

動脈硬化症の話、血管年齢測定 

メタボリックシンドロームの話 

簡単な体操、内蔵脂肪測定 

新病院建設の話 

ピロリ菌の話、ピロリ菌チェック 

大腸がんチェック 

大腸がんチェック 

尿もれ予防体操 

尿もれ予防体操 

健康チェック 

健康チェック 

大腸がんチェックの話 

後期高齢者医療制度の話 

減塩の話 

ボケの話 

救急処置の話 

健康チェック 

健康チェック 

健康チェック 

脳卒中の話 

脳卒中の話 

メタボリックシンドロームの話 

骨粗しょう症の話、骨密度測定 

温泉班会 

温泉班会 

温泉班会 

温泉班会 

おひまち班会 

映画「シッコ」上映 

後期高齢者医療制度の話 

メタボリックの測り方 

ＴＩＡの話 

7 

5 

3 

3 

5 

3 

3 

4 

3 

3 

3 

3 

3 

5 

5 

3 
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5 

6 
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4 

4 

4 

5 

6 

4 

6 

5 

4 

6 

5 

4 

4 

3 
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4 

5 

4 

4 

4 

4 

7 

16 

10 

5 

19

小林永久子 

小野　のぶ 

雲越　タカ 

得能　淑子 

坂大　徳江 

宮前　寿子 

土田　ふみ 

田中　穂積 

戸部　大吉 

金子　くら 

宮内はつ枝 

馬場半次郎 

下　　ろく 

織田沢澄世 

星野サヨ子 

石井　啓勝 

 

星野　早苗 

牧野みよし 

永井　将一 

芝崎　　滋 

根岸イツ子 

綿貫　則子 

茂木　ちよ 

生方志づ子 

笹原　利幸 

小林　喜市 

星野　幸一 

大竹　　賢 

宮田　正子 

山田八重子 

阿部　タカ 

渋谷　典子 

丸山　　功 

石坂　堅一 

田村　照代 

須藤　澄子 

堤　　みゑ 

堤　アサ江 

高橋　マキ 

諸田　まつ 

木村千代子 

奥木　　茂 

大坪富美子 

西畠みどり 

野村　　操 

46回 総  計 245人 

X線フィルム診断から 
　　　　モニター診断へ 

　日本バラ切花協会の地元生産者代表
3人より、患者代表者に鮮やかな色の
バラが寄贈されました。「少しでも明
るい療養環境を」と、それぞれの病室
に飾られました♪ 

沼田東

　 

 

 

沼田中 

 

 

 

沼田西 

 

 

沼田南 

 

利　南 

 

 

 

 

池　田 

 

 

薄　根 

 

川　田 

 

利根北 

 

片　品 

 

川　場 

月夜野東 

 

 

月夜野西 

 

新　治 

昭和東 

昭和南 

 

 

 

高　山 

職域・他 

 

病棟・他 

 

お知らせ 

メ
ー 

ト
ル 
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���
病
室
に
鮮
や
か
な
バ
ラ

地
元
生
産
者
よ
り
寄
贈 

よくして！



 

2008年７月１日（毎月1回1日発行） 第466号　（４） 利 根 の 保 健  

下
校
す
る
児
ら
と
触
れ
合
う
通
学
路
あ
ぢ
さ
ゐ
の
花
す

が
す
が
と
咲
く 

 

園
児
ら
の
小
さ
き
歩
み
の
列
の
中
わ
が
幼
振
り
返
り
振

り
返
り
行
く 

 

朝
つ
ゆ
に
み
ど
り
洗
わ
る
草
間
に
は
赤
き
野
い
ち
ご
ぽ

つ
り
と
見
ゆ
る 

 

農
を
継
ぐ
若
き
ら
な
く
て
山
畑
は
栗
や
楢
の
木
の
植
林

進
む 

 

み
ど
り
増
し
艶
も
増
し
た
る
玉
葱
は
初
夏
の
日
射
し
に

ほ
し
い
ま
ま
伸
ぶ 

 

蕗
味
噌
を
作
り
し
孫
は
味
み
て
と
料
理
得
意
な
娘
と
な

り
ぬ 

 

虫
干
し
に
エ
プ
ロ
ン
の
上
よ
り
締
め
て
み
る
母
に
貰
ひ

し
昔
の
帯
を 

 

杉
花
粉
も
か
な
り
威
力
を
弱
め
た
か
胸
い
っ
ぱ
い
に
空

気
吸
い
込
む 

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
笛
　
木
　
力
三
郎 

  

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
田
　
島
　
智
　
恵 

  

白
沢
町
上
古
語
父
　
　
大
　
迫
　
あ
い
子 

  

川
場
村
立
岩
　
　
　
　
小
　
林
　
　
　
好 

  

昭
和
村
入
原
　
　
　
　
板
　
橋
　
き
み
江 

  

み
な
か
み
町
月
夜
野
　
杉
　
木
　
八
重
子 

  

沼
田
市
横
塚
町
　
　
　
清
　
水
　
豊
　
子 

  

川
場
村
川
場
湯
原
　
　
金
　
子
　
み
つ
江 

日焼けで水ぶくれができたり、強い痛みがある場合には、早めに皮膚科を受診しましょう。 

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

俳 

句 

短 

歌 

な
か
ま
の 

作
品 

露
天
風
呂
癒
し
酌
み
交
い
栃
の
花 

  

七
夕
や
平
仮
名
だ
け
の
児
の
願
ひ 

  

梅
雨
晴
間
竿
一
杯
の
濯
ぎ
物 

  

孫
背
丈
鴨
居
に
ふ
る
る
更
衣 

  

春
雷
や
言
葉
少
な
に
と
る
夕
餉 

  

定
年
の
夫
に
定
年
無
き
田
植 

  

古
民
家
は
ク
ー
ラ
ー
な
し
で
過
ご
せ
け

り 
 

生
き
生
き
と
ほ
う
た
る
水
と
光
り
合
う 

み
な
か
み
町
藤
原
　
　
木
　
曽
　
武
　
子 

  

沼
田
市
西
倉
内
町
　
　
戸
　
丸
　
泰
二
郎 

  

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
田
　
村
　
し
　
ま 

  

み
な
か
み
町
下
牧
　
　
高
　
橋
　
勝
　
巳 

  

昭
和
村
森
下
　
　
　
　
真
　
下
　
章
　
子 

  

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
峰
　
川
　
信
　
子 

  

み
な
か
み
町
師
　
　
　
増
　
田
　
耕
　
寿 

  

昭
和
村
貝
野
瀬
　
　
　
狩
　
野
　
亀
　
声 

ゆば・エビ・セロリの炒め煮 

□ 作り方 
① ゆばは水に浸して戻し、食べやすい大きさに
切る。エビは背ワタを除いて殻をむき、背に
切り込みを入れる。セロリは厚さ5㎜の斜め
切りにする。 

② フライパンに油を熱し、強火でエビとセロリ
を炒め、　 を加える。ゆばを加えて、塩・こし
ょう、砂糖で調味し、汁気がなくなるまで炒
める。 

□ 材料（4人分） 

今月の 
料理 

（栄養課　小野則子） 

医療相談室 医療相談室 医療相談室 　
い
よ
い
よ
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。
夏
休
み
を
迎
え

る
子
供
た
ち
、
大
人
の
私
た
ち
に
も
開
放
感
あ
ふ
れ
る
季

節
で
す
。
し
か
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
で
暑
さ
の
た
め

に
「
熱
中
症
」
に
も
か
か
り
や
す
い
季
節
で
す
。 

　
そ
の
た
め
に
ど
う
し
た
ら
予
防
で
き
る
の
か
、
ど
ん
な

こ
と
に
注
意
し
た
ら
い
い
の
か
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 
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熱
中
症
に
注
意

熱
中
症
に
注
意 
熱
中
症
に
注
意

熱
中
症
に
注
意 

―
水
分
補
給
と
休
息
―

―
水
分
補
給
と
休
息
― 

―
水
分
補
給
と
休
息
― 
熱
中
症
に
注
意 

利根中央病院 
小児科外来主任 

石田　穂積 

ゆば(乾燥)…4枚(16ｇ) 
エビ(殻付き)…小32尾(320ｇ) 
セロリ…4本(400ｇ)　サラダ油…小さじ1 
塩・こしょう…各少々　 砂糖…小さじ1/4 
　 {湯…1/4カップ 　  固形スープの素(チキン)…1/4個 

Ａ 

　
利
根
中
央
病
院
の
玄
関
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
一
年
半
に
な

る
小
林
さ
ん
。
定
年
退
職
後
に
大

病
を
し
て
助
か
っ
た
こ
と
か
ら

「
こ
う
し
て
元
気
に
な
れ
た
の

で
、
今
度
は
な
に
か
人
の
お
役
に

立
て
れ
ば
」
と
い
う
思
い
が
き
っ

か
け
で
し
た
。 

　
「最
初
は
不
安
で
し
た
が
、
患

者
さ
ん
と
の
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
楽
し
く
、『
あ

り
が
と
う
』
の
言
葉
が
と
て
も
励

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。」
と
話
す

小
林
さ
ん
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

先
輩
か
ら
「
よ
く
気
が
つ
く
人
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
毎
朝
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
体
を

動
か
す
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
小

林
さ
ん
。
花
を
育
て
た
り
、
合
唱

団
『
大
峰
コ
ー
ラ
ス
』
の
活
動
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

せ
せ 

 

ら
ぎ 

「
あ
り
が
と
う
」が
励
み
に 

み
な
か
み
町
月
夜
野
　
小
林
文
子 

さ
ん 

せ
せ
せ
せ 

 

ら
ぎ
ら
ぎ 

せ
せ 

 

ら
ぎ 

Ａ 

　
体
の
外
の
暑
さ
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
る
様
々
な
体
の
不
調
で
、

読
ん
で
字
の
と
お
り
、「
熱
に
中

る
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

熱
中
症
は
「
高
齢
者
が
熱
波
に
よ

り
起
こ
る
も
の
」「
幼
児
が
高
温

環
境
で
起
こ
る
も
の
」「
暑
熱
環

境
で
の
労
働
で
起
こ
る
も
の
」

「
ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
に
起
こ
る
も

の
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
グ
ラ
フ
は
平
成
16
年
の
消
防

庁
調
べ
で
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ

れ
た
方
の
年
齢
別
、
男
女
別
を
示

し
た
も
の
で
す
。
20
〜
30
代
、

そ
し
て
50
〜
60
代
の
男
性
に
多

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
若
い
人

や
働
き
盛
り
の
年
代
の
方
、
ス
ポ

ー
ツ
や
労
働
の
機
会
が
多
い
人
た

ち
は
と
く
に
注
意
が
必
要
で
す
。 

熱
中
症
と
は
？ 

短
時
間
で
も
重
症
に 

あ
た 

　
熱
中
症
は
、
い
く
つ
か
の
症
状

が
重
な
り
合
い
、
互
い
に
関
連
し

合
っ
て
、
軽
い
症
状
か
ら
重
い
症

状
へ
と
進
行
す
る
の
で
す
が
、
極

め
て
短
時
間
で
急
速
に
重
症
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
熱
中
症

は
、
大
変
身
近
な
と
こ
ろ
で
起
き

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
十
分
に

そ
の
危
険
性
を
知
っ
て
お
く
こ
と

が
重
要
で
す
。 

①
軽
症
で
、
の
ど
の
乾
き
、
発

熱
、
め
ま
い
な
ど
で
す
。
大
量
の

発
汗
後
に
水
分
だ
け
を
補
給
し

て
、
塩
分
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
不
足
し

た
場
合
、
足
や
腹
部
の
筋
肉
に
け

い
れ
ん
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を

「
熱
性
け
い
れ
ん
」と
言
い
ま
す
。

ま
た
、
数
秒
間
程
度
の
失
神
が
見

ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

②
も
う
少
し
症
状

が
進
む
と
、
大
量

の
発
汗
後
、
水

分
、
塩
分
の
い
ず

れ
か
、
あ
る
い
は

両
方
が
不
足
し
た

状
態
に
な
る
と
脱

水
症
状
が
著
明
と

な
り
、め
ま
い
感
、

疲
労
感
、頭
痛
、失

神
、吐
き
気
、
嘔

吐
な
ど
の
症
状
が

見
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
血
圧
低
下
、
脈
が
速

く
な
る
、
顔
色
不
良
、
大
量
の
発

汗
な
ど
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
時
点
で
放
置
あ
る
い

は
誤
っ
た
判
断
を
行
う
と
重
症
化

す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。 

③
重
症
に
な
る
と
、
意
識
が
は
っ

き
り
し
な
い
、
お
か
し
な
こ
と
を

言
う
、
行
動
が
お
か
し
い
、
呼
吸

が
速
い
な
ど
、
シ
ョ
ッ
ク
症
状
が

起
こ
り
ま
す
。
温
度
調
節
が
う
ま

く
出
来
な

い
と
色
々

な
臓
器
に

障
害
が
起

こ
り
、脳
、

肺
、肝
臓
、

腎
臓
な
ど

に
障
害
が

出
ま
す
。

診
断
や
治

療
の
遅
れ

は
、
生
命

の
危
険
に
つ
な
が
る
た
め
緊
急
を

要
し
ま
す
。 

①
運
動
前
な
ど
に
は
胃
に
負
担
が

か
か
ら
な
い
程
度
に
水
分
を
取

り
、
発
汗
に
よ
っ
て
失
っ
た
水

分
、
塩
分
は
こ
ま
め
に
補
給
し
ま

し
ょ
う
。
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な

ど
塩
分
、
糖
分
を
含
ん
だ
飲
み
物

が
良
い
で
し
ょ
う
。 

②
睡
眠
を
十
分
に
取
り
、
翌
日
に

疲
れ
を
持
ち
越
さ
な
い
こ
と
や
炎

天
下
、
湿
度
の
高
い
む
し
暑
い
日

に
は
、
休
息
と
水
分
補
給
を
上
手

に
行
う
こ
と
で
か
な
り
効
果
が
あ

り
ま
す
。
戸
外
で
は
帽
子
を
か
ぶ

る
、
日
傘
を
さ
す
な
ど
、
直
接
日

光
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
。
吸
湿
性
、
通
気

性
の
良
い
素
材
で
で
き
た
涼
し
い

服
装
、
色
も
熱
を
吸
収
し
に
く
い

白
っ
ぽ
い
も
の
が
良
い
よ
う
で

す
。 

③
自
分
自
身
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
周
囲
の
人
に
も
気
を
配
り
ま

し
ょ
う
。
と
く
に
幼
児
や
寝
て
い

る
高
齢
の
方
は
自
分
で
注
意
す
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
炎
天
下
の

車
内
は
ち
ょ
っ
と
だ
け
だ
か
ら
と

油
断
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
閉
め

き
っ
た
車
内
の
温
度
は
30
分
で

50
度
以
上
に
も
な
る
そ
う
で
す
。 

　
以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
熱
中
症

に
縁
の
な
い
快
適
な
夏
を
過
ご
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

熱
中
症
の
予
防 

①
涼
し
い
場
所
（
木
陰
、
ク
ー
ラ

ー
の
あ
る
室
内
な
ど
）
に
移
動
し

て
、
衣
類
を
ゆ
る
め
て
楽
に
し
ま

し
ょ
う
。 

②
う
ち
わ
や
冷
た
い
タ
オ
ル
で
冷

や
し
た
り
、
冷
え
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
で
わ
き
の
下
や
足
の
付
け
根
を

冷
や
し
ま
し
ょ
う
。 

③
自
分
で
飲
め
そ
う
な
ら
、
ス
ポ

ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
飲
ま
せ
ま

し
ょ
う
。
た
だ
し
、
冷
た
い
も
の

を
大
量
に
飲
ま
せ
る
と
胃
け
い
れ

ん
が
起
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。 

④
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。 

熱
中
症
に
な
っ
た
ら 

◆起こりやすい環境 
・前日より急に温度が上がった日 
・温度が低くても、湿度が高い 
・室内作業の人が急に炎天下で作業をする 

◆かかりやすい時間帯 
・午前10時ごろ、午後1時から2時ごろ 

◆とくに注意が必要な人 
・５歳以下の幼児 
・65歳以上の高齢者 
・肥満の人 
・発熱のある人 
・睡眠不足の人 
・脱水傾向にある人 
  （下痢等、水分摂取が 
　  うまく出来ない人） 

平成16年熱中症「年齢別データ」 

資料：東京消防庁 

今からでも間に合うダイエット。 
脂肪を燃やし、お腹まわりスッキリ。 

（1人分66kcal、塩分0.8ｇ） 


